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シオンさんのアメリカ留学レポート① 

 こんにちは。わたしは去年の夏からアメリカのワシントン州に約７ヶ月間留学していました。(シアトルといったほうが

イメージしやすいかな？) ワシントン州のイートンヴィルというド田舎の街で７か月を過ごしました。西海岸のカナダと

の国境に位置するワシントン州ですが、イートンヴィルは山のふもとにある街で、とにかく寒かった…。(−12℃を体感し

ました) 人口は約 3000 人（ほとんどが白人）、ダブルプレイスメントのタイからの留学生を除いてアジア人は一人も

見かけませんでした。そんな田舎町に留学していた私ですが、現地についた当初はどこへ行っても不思議そうに見ら

れたり、「どこから何しに来たのか？」と尋ねられました。その際、I’m from Japan というよりも I’m from Okinawa という

ほうが、「嘉手納に知り合いいるよ！」などと相手の反応が良かったことに驚き、沖縄出身であることに誇りを感じまし

た。多くの人が手厚く盛大に歓迎してくれたり、親切にしてくれて、イートンヴィルに留学できて良かったと思っていま

す。 

 

○カルチャーショックを受けたこと 

私の留学を一言で言い表すなら、激動の７か月でした。日々新たな経験と共に 7か月を過ごし、その中には日本での当

たり前が通用しないことが多く、なかなか受け入れ難いこともありました。例えば友達や家族の間でハグやキスなど

のスキンシップをオープンにしていたり、思ったことは確実に相手に伝えたりしていて初めは圧倒されたのを覚えてい

ます。もちろん日本人のほうが空気を読めるし、私たちは謙虚であることを良しとしますが、アメリカでは日本人の謙

虚さはあまり受け入れられません。時にはそこまで言わなくてもいいのに…と思うこともありましたが、伝えるべきこ

とは伝えることでお互い信頼し合っていて、そのような関係がうらやましく感じました。 

 

○学校生活と留学中の一番の思い出 

７か月間学校にも通っていました。400 人くらいのとても小さな学校でした。アメリカの学校生活ときくとハイスクール・

ミュージカルのような、歌って踊ってとにかく楽しい学校生活をイメージする人もいるのではないでしょうか。確かに

授業中に Tik Tokをとったり、お菓子食べたり日本では考えられませんが、やる気になった彼らの切り替えはすごいで

す。みんなが積極的に授業に参加します。ほとんどの授業で、プレゼンやディスカッションなどがあり、生徒が主体とな

って授業が進行していきました。初めは言いたいことがあってもなかなか言い出せず歯痒さを感じましたが、日本み

たいに留学生だから優しく聞いてあげるというようなことはありません。何か言い出さなかったら、一生喋れません。

（なんなら声の大きい人の意見が反映されることも多々ありました）時には私の英語を馬鹿にしてくる人もいましたが、

そんなのに負けていてはだめだと自分に言い聞かせていました。伝わるか伝わらないかよりも、まずは言ってみる！

ことが一番大事なことだと思います。そして何事にも慣れることって大事です！慣れたら意外と楽しかったり得意に

なったりすることもありますよ。そしてクラスで話すことさえもためらっていた私の最大の挑戦はミュージカル”MAMMA 

MIA !” に参加したことです。ダンスも歌も経験のない私が、しかも未熟な英語で役を演じるなんて無理だと思い参加

を諦めようとしました。しかしクラブのメンバーやコーチが自分の時間を削ってまで練習に付き合ってくれて、膨大な

量のセリフと歌とダンスとを２カ月かけてどうにか覚えて本番を迎えました。笑いあり涙ありの最高の舞台になり、彼ら

の優しさには感謝しきれません。 
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○様々な国々から来た留学生との交流 

私は留学中同じ PAX というプログラムに所属する、30 か国以上から約 60 人留学生と出会いました。みんなでシアト

ルに遊びに行ったり、クリスマスパーティーをしたり、彼らと出会えたことは、私の留学の一番の収穫です。彼らはネイ

ティブと同じくらい英語を流暢に話すし、私よりも年下なのに、見た目は大人っぽいし、初めは怖かったけど、彼らと過

ごした時間はとても刺激的でした。アメリカにいながらも南米、ヨーロッパ、アフリカなど多くの国の文化に触れ、人種

のサラダボウルとよばれるアメリカでの留学の魅力を感じました。ポットラックという行事では、各国の料理を持ち寄っ

てみんなで食べました。私はタコライスを作って持っていきましたが、ご飯の上にレタスが乗っているのが気持ち悪い

と不評…サーターアンダギーは結構好評でした！彼らといく予定だったディズニーワールドへの旅行は残念ながらな

くなってしまいましたが、お互いを Brother, Sisterと呼ぶほどの中で、今でも毎日のように連絡を取っています。留学

中の思い出はまだまだたくさんあります！クリスマスとかがホームカミングのダンスパーティーとか話したりないこと

がたくさんあるので興味がある人は、お昼時間等いつでも話を聞きに来てください！ 
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世界各国からの留学生とクリスマスパーティー 
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